
『第３２回サマーコンサート in 志木』に出演する 

 

 標記サマーコンサートが、２０１９年７月７日(日)、志木市民会館大ホールにおいて開催された。 

志木グリークラブは、初谷敬史先生の指揮で「今や 五月の季節」「夏は来たりぬ」「夏は来ぬ」を

演奏した。 

当日は、朝から曇りがちで、演奏会が終る頃は、雨がかなり激しく降る生憎の天候であった。 

今年は、梅雨明けが例年より遅く、梅雨前線が日本列島南岸に横たわることが多く、日照時間の少

ない日が続いていた。 

 サマーコンサートは、１２時３０分に開演し、今年の出演者は、器楽 7 団体、個人 1名、 

合唱５団体であった。私達は、昨年と同様、参加団体の最初に演奏した。（別添；プログラム参照） 

 

私達の演奏は、ＭＣ佐伯さんの団紹介で始まった。 

『みなさま、こんにちは、志木グリークラブです。     

ご覧のとおり、最近、メッキリ物忘れが多くなったお爺さん達です。＜笑＞ 

    本日は、皆さんの期待を裏切るような、演奏をしたいと、全員張切っています。 

    万が一、最後まで無事に歌い終えたら、＜笑＞ 

小さな声で「ブラボー！」と声を掛けて下さい。 

    演奏する曲は“今や 五月の季節”“夏は来たりぬ”“夏は来ぬ”の３曲です。 

    指揮は初谷敬史先生です。  それでは、お聴きください』 

 

 1 曲目に演奏した「今や 五月の季節（Now is the month of Maying）」は、イギリスの作

曲家トーマス・モーリー(1559～1602)が、1595 年に作曲した。 

 この曲は、イギリスのマドリガルで、歌詞を読むと分かるが、作曲のトーマス・モーリーがモー

リー特有の明るさを表現した曲である。「Fa la la la la・・・（ﾌｧ ﾗ ﾗ ﾗ・・・）」と日本

のお囃子のように楽天的で軽快なリズムを表現できなければ、この曲が持つ面白さが出てこない曲

である。このことは、練習の時に初谷先生から何度も何度も指導を受けた。私達お爺さん達は、歌

詞と音がシッカリ頭に入っていない。この味を出すことはなかなか難儀なことある。本番直前まで、

楽譜に噛り付いて遂にものに出来なかったようだ。なお、演奏は初谷先生訳詞の日本語で歌った。 

 

  原詩                    訳詞：初谷 敬史 

Now is the month of maying，        さあ今や五月 若者集う Fa la la la・・・  

When merry lads are playing，fa la，     緑の園 乙女とゆく Fa la la la・・・ 

Each with his bonny lass                           （繰り返し） 

Upon the greeny grass. Fa la. 

 

The Spring，clad all in gladness，       歓びの春 寂しさ消える Fa la la la・・・ 

Doth laugh at Winter's sadness，fa la，    バグパイプの音 ニンフは目覚め Fa la・・・ 

And to the bagpipe's sound                          （繰り返し） 

The nymphs tread out their ground. Fa la 

 

Fie then! why sit we musing，         君なぜ拒む 熱き言葉を Fa la la la・・・ 

Youth's sweet delight refusing? Fa la.     ニンフよいざ 恋のゲーム Fa la la la・・・                           

※ニンフ：妖精 

Say dainty nymphs，and speak，                       （繰り返し） 

Shall we play barley-break? Fa la.          
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２曲目に演奏した「夏は来たりぬ(Summer is icumen in)」は、イングランドのカノンである。 

この曲は、中世イングランドの代表的なカノンである。作られた時期については諸説あり、現在で

は 1240 年頃作られたとの説が、通説になっているようだ。  

 カノンは、あるメロディが順繰りに声部を変えながら登場して音楽を作っていく形式である。 

カノンの形式には、色々な種類があり“並行カノン”“拡大カノン”“縮小カノン”のほかに音の高

さを逆転させる“反行カノン”時間的に逆転させる“逆行カノン”等がある。 

 

 今回演奏した「夏は来たりぬ」は、通常、上の４声と下の２声を合わせて６パート〈６声の厳格

カノン〉で歌うことが多いが、今回は、上の３声と下の２声のペス<足の意：オスティナート・バ

ス(低音部の繰り返し)>の５パートで演奏した。まず下の２声がお互いの声部を交換しながら進行

し、それを３声が追っかけっこする形式で演奏した。 

 カノンと言えば、小学生の頃よく歌った「蛙のうた」や「静かな湖畔で」などでよく知られてお

り輪唱と呼ばれている。 

まさか、サマーコンサートでカノン(輪唱)を歌うなど想像もしていなかった。初谷先生は、我々

お爺さん達が、現存する最古のカノンと知られているイングランドの声楽曲「夏は来たりぬ」を歌

うとどんな演奏になるのか、テストするために、選曲したのではないだろうか。<笑> 

いずれにしても聴衆の皆様に楽しんでいただかなければならない。そこで、この曲を歌う時、 

ステージでの並び方を変えた。上の３声をステージ下手（しもて）から、Ａ（３名）、Ｂ（２名）、

Ｃ（３名）部と並び、下の２声（各１名）がステージ後方に、間隔を開けて並んだ。しかも、初谷

先生は、指揮をしなかった。我々だけで進行するので、他のパートの声をシッカリ聴かなければ、

ずれてきてカノンにならなくなる恐れがあった。練習場と違ってステージは、少し勝手が違って、

他のパートの声がよく聴こえなかったり、響きが違っていたり、耳を研ぎ澄ましていなければなら

ない。練習通りいかないのが本番である。それでも、場数を踏んでいる<笑>お爺さん達は、途中少

しズレたところがあったが、なんとか最後まで歌い切った。 

 

  原詩                       日本語歌詞 初谷 敬史訳 

Sumer*1 is icumen in                夏を告げる鳥 

Lhude sing cuccu                  歌う.カッコー 

Groweth sed and bloweth med,            草木は萌え出で 花は舞う   

And springth the wde nu.              さあ カッコー 

Sing cuccu! 

Awe bleteth after lomb,                羊はメエーメエー   

Lhouth after calue cu.                牛は モー 

Bulluc sterteth, bucke uerteth,            愉快なダンスに 陽気なカッコー 

Murie sing cuccu.                  カッコー カッコー 

Cuccu cuccu 

Wel singes thu cuccu                 名人カッコー 聴かせてよ 

Ne swik thu nauer nu 

 

Pes                          ペス(足の意) 

Sing cuccu nu. Sing cuccu.              歌えや さあ カッコー 

 

 

 ３曲目は、「夏は来ぬ」を演奏した。 

この曲は、作詞佐佐木信綱（1872～1963）、作曲小山作之助（1864～1927）、1896 年に発表され

た歌曲である。楽譜は、三枝成彰（1942～）編曲の男声４部版を採用した。 

 

http://maucamedus.net/sumer.html#sumer


 作詞の佐佐木信綱は、和歌の創作・研究に多くの功績を残した歌人である。 

作曲の小山作之助（こやまさくのすけ）は、教育者、作曲家で、東京音楽学校卒業後は、学生指導

や音楽の研究、作曲に熱心に取組んだ。 

 

 長いグリークラブの演奏活動の中で今回初めてピアノ伴奏でステージ演奏した。（ピアノは初谷先生） 

アカペラで演奏する時は、各パートが正確な音程と音色で歌わなければハモらないが、ピアノ伴奏

がつくとこんなに楽に歌えることを実感した。 

しかし、「夏は来ぬ」のように誰でも知っている日本語の歌詞の曲を上手に演奏するのは難しい。

皆さん耳が肥えているので上手下手が直ぐにバレるのである。 

 初谷先生からは、日本語の歌詞をローマ字でイメージし（“うのはなの におうかきねに・・”

を“unohanano nioukakineni・・・”のように）母音を響かせ、音符 1 音に歌詞の 1 音をのせ、 

子音は少し前出して豊かに響かせて歌うよう指導を受けた。やってみるとこれがなかなか難しい。 

 また、“うのはなの におうかきねに”は、“＜ ＞ ＜ ＞”のようにクレッセンドからディク

レッセンドと膨らまして窄めるを繰り返し、1 拍目と 3 泊目にアクセントを付けて歌うことを求め

られた。 

 この曲もピアノの力を借りて、何とか歌い切った。 

３曲とも出来映えがどうであったか直ぐには分からなかったが、取敢えず最後まで無事演奏できた。

冒頭の MC のアナウンスが効いてか、小さい声で「ﾌﾞﾗﾎﾞｰ」「ﾌﾞﾗﾎﾞｰ」の声がかかった。〈笑〉その

声に気分を良くしてステージを降りた。 

  

  「夏は来ぬ」は、古典文学者の佐佐木信綱が、１９世紀に作詞した古い歌曲なので、普段聞き

慣れない表現が多用されている。もう一度、歌詞の意味を考えてみる。 

（以下、Wikipedia“世界の民謡・童謡”の記事引用） 

 

   歌詞 

１． 卯の花の、匂う垣根に  

時鳥、早も来鳴きて  

忍音もらす、夏は来ぬ  

 

２． さみだれの、そそぐ山田に  

早乙女が、裳裾ぬらして  

玉苗植うる、夏は来ぬ  

 

３． 橘の、薫るのきばの  

窓近く、蛍飛びかい  

おこたり諌むる、夏は来ぬ  

 

４． 楝ちる、川べの宿の  

門遠く、水鶏声して  

夕月すずしき、夏は来ぬ  

 

５． 五月やみ、蛍飛びかい  

水鶏鳴き、卯の花咲きて  

早苗植えわたす、夏は来ぬ 

 

 

 



1 番の歌詞：ホトトギスと卯の花 

1 番の歌詞で冒頭に登場する「卯の花（うのはな）」。これは初夏に白い花を咲かせるウツギの   

花を指す。旧暦の 4 月（卯月）頃に咲くことから「卯月の花」＝「卯の花」と呼ばれた。 

「早も来鳴きて」とは、「早くも来て鳴いている」の意味。 

「忍音（しのびね）」とは、その年に初めて聞かれるホトトギスの鳴き声を指し、『古今和歌集』 

や『枕草子』などの古典文学作品にも登場する古語の一つ。 

 

卯の花（ウツギの花） 

 

2 番の歌詞：山村の田植え 

『夏は来ぬ』2 番の歌詞では、山村での田植えの様子が描写されている。さみだれ（五月雨）と 

は、旧暦の 5 月頃に降る雨を意味する。五月（さつき／皐月）は田植えの月として「早苗月（さ 

なえつき）」とも呼ばれた。 

「早乙女（さおとめ）」とは田植えをする女性、裳裾（もすそ）とは衣服のすそ、「玉苗（たまな 

え）」は、「早苗（さなえ）」と同様、苗代（なわしろ、なえしろ）から田へ移し植えられる苗を 

意味している。 

 

3 番の歌詞：｢蛍雪の功｣ 

3 番の歌詞では、まずミカン科の柑橘類の一種であるタチバナ（橘）が描かれる。『古今和歌 

集』でも取り上げられ、「五月待つ 花橘の 香をかげば 昔の人の 袖の香ぞする」（よみ人しら 

ず）などと詠まれた。歌詞の後半で「蛍飛びかい  おこたり諌（いさ）むる」とあるが、こ 

れは中国の故事｢蛍雪の功（けいせつのこう）｣からヒントを得た表現であろう。 

『夏は来ぬ』の歌詞においては、｢蛍雪の功」の故事をふまえ、夏の夜も怠らず勉学に励めと、

まるで飛び交う蛍に諌められているかのような表現となっている。 

｢蛍雪の功｣に関連する歌としては、卒業ソング『蛍の光』や『仰げば尊し』が有名。 

 

4 番の歌詞：農村の夕暮れ 

冒頭の「楝（おうち）」とは、夏に花をつける落葉樹のセンダン（栴檀）を意味する。水鶏（ク

イナ）は、古典文学にたびたび登場するヒクイナ（下写真）を指していると思われる。 

ヒクイナの鳴き声は戸を叩くようにも聞こえることから、古典文学では「くいな」、「たたく」、

「門」、「扉」などの単語と関連付けられて用いられてきた。 

     

       クイナの写真 

 

 

http://www.worldfolksong.com/kotowaza/keisetu.html
http://www.worldfolksong.com/kotowaza/keisetu.html
http://www.worldfolksong.com/songbook/scotland/hotaru-hikari.html
http://www.chorus-song.com/graduate/aogeba.htm


5 番の歌詞：総まとめ 

『夏は来ぬ』最後の節では、1 番から 4 番までの歌詞で登場した既出の単語をまとめて再登場さ 

せ、歌全体を締めくくるような構成がとられている。 

初夏に関連する季語をズラっと並べて、様々な風物詩を通して夏の訪れを豊かに表現している。 

「五月（さつき）やみ」とは、「五月闇（さつきやみ）」、つまり陰暦 5 月の梅雨が降るころの夜  

の暗さや暗やみのこと。 

 

                              (2-nd tenor 和氣敏夫記) 

 

  

            第３２回サマーコンサート in 志木 

              <志木グリークラブ演奏> 
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